
各地区電友会だより（青森）

・主：

胃　を

森、■

熟′いこ意見交換か行われました

」、」

◆
青
森
支
部

◎
災
書
対
策
連
絡
H
意
見
交
換
会
閲
催

9
月
細
目
γ
前
、
ラ
・
ブ
ラ
ス
青
森
て
、
「
災
告

対
策
連
絡
〓
ハ
意
見
h
父
掩
会
及
び
懇
親
会
」
が
聞
催
さ

れ
ま
し
た
　
N
T
T
〃
在
友
情
か
両
総
務
部
門
長
板

井
博
行
症
の
ご
挨
拶
、
弘
前
地
区
災
吉
村
策
通
路
H

高
津
古
．
ハ
さ
ん
に
委
嘱
状
の
交
付
、
情
侶
捉
供
の
あ
っ

た
不
良
設
備
の
進
捗
状
況
、
意
見
交
換
及
び
賞
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
　
㍑
友
会
に
〓
在
乞
部
で
委
嘱
し

て
い
る
万
は
次
の
4
名
で
す
【
　
■
7
森
地
区
の
敦
賀
雄

幸
さ
ん
、
弘
前
地
仔
の
鳥
津
真
さ
ん
、
八
．
∵
剋
区
の

米
川
武
志
さ
ん
、
卜
和
m
地
区
の
高
坂
義
雄
さ
ん
。

半
成
当
年
9
月
か
ら
γ
成
華
甲
1
m
H
ま
で
に
あ
っ

た
情
報
提
供
件
数
は
、
1
3
9
3
円
て
、
措
躍
対
応

件
釣
が
1
日
」
1
作
、
回
収
措
躍
幸
が
7
4
ニ
ー
り
・
ヒ

大
き
な
成
果
に
結
べ
U
H
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
晋
い
兄
交
換
会
及
び
懇
親
会
で
各
災
告
対
策

連
絡
H
の
砦
さ
ん
が
、
今
後
も
地
震
・
入
府
・
汀
・

平
常
畔
に
発
見
し
た
災
告
情
報
や
不
良
設
備
状
況
を

描
供
し
、
N
T
T
〃
森
支
店
に
貢
献
し
て
い
′
1
こ
と

を
意
識
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
■

様楔会換交

◎
北
3
県
N
T
T
－
O
B
ゴ
ル
フ
親
睦
入
会
開
催

毎
牢
、
…
n
手
・
秋
川
・
吉
森
持
ち
回
り
で
闘
催
し

て
い
る
北
3
県
掬
睦
ゴ
ル
フ
を
今
回
勺
希
県
て
あ
る

十
日
森
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
▼

開
催
に
先
立
ち
闇
催
県
の
堀
川
賢
一
会
長
か
ら

「
毎
年
梓
さ
ん
の
．
叫
気
な
顔
と
お
会
い
で
き
て
蛇
し

い
」
な
ど
の
歓
迎
の
挨
拶
て
、
大
会
が
ス
ゎ
′
・
・
ト
L

ま
し
た
・
5
月
羽
目
、
巨
‖
在
県
半
州
市
の
津
軽
高
原
コ
ル
フ

場
で
告
手
県
か
ら
川
名
、
秋
川
県
か
ら
6
わ
、
巨
〓
在

県
か
ら
封
名
の
総
瑚
朋
名
て
昭
夫
の
申
、
皆
さ
ん
葉

L
ノ
＼
∴
‖
こ
ろ
鍛
え
た
コ
ル
フ
の
瞳
前
を
競
っ
て
い

まー．エ」こ
の
級
睦
大
公
は
昭
和
6
■
隼
か
ら
始
め
ら
れ
今
回

で
乃
回
目
を
迎
え
る
と
い
う
、
先
非
た
ち
が
培
っ
て

き
た
椎
史
を
感
じ
さ
せ
る
大
会
で
あ
り
腔
代
の
チ
ャ

ン
ヒ
オ
ン
も
元
気
に
参
加
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す

結
果
は
、
告
手
の
告
満
水
桁
悦
さ
ん
が
ネ
ノ
ト

7
1
・
6
て
優
勝
、
巨
〓
在
の
〓
川
付
き
人
か
ネ
ッ
ト

㌍
・
6
て
哩
優
勝
、
秋
川
の
高
橋
均
さ
ん
か
、
不
′
卜

3
・
1
て
3
位
と
い
う
、
3
県
か
ら
そ
れ
そ
れ
上
位

入
賞
者
を
出
す
と
い
う
〓
心
い
や
り
の
結
来
し
一
な
り
ま

し
た大
臣
式
の
最
後
に
次
回
闇
催
県
て
あ
る
秋
山
の
高

橋
萬
二
郎
会
に
か
ら
、
次
回
の
意
気
込
み
ヒ
再
会
を

期
す
挨
拶
で
、
本
人
余
を
無
車
終
了
す
る
こ
ヒ
カ
‖

・
米
ま
し
た

最
後
に
、
開
催
準
備
な
と
て
告
手
の
及
川
信
次
会

長
・
菅
原
正
悦
さ
ん
、
秋
川
の
桜
田
悼
さ
ん
の
ご
協

力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ノ
次
回
も
元
矢

で
お
会
い
し
ま
L
よ
う
！

◆
青
森
地
区
電
友
会

◎
文
化
講
演
会
開
催

川
月
7
日
牛
後
、
N
T
T
打
在
支
店
橋
本
ヒ
ル
奈



各地区電友会だより（青森）

嶋田会長挨拶小森支店長挨拶

」5

小森俊英支店長の講演　　　　　　　田中正司会長の講演

ご態「7－－－－コ

篤木原乃保農師の講演　　　　　旬の話題に興味津々の会員たち

160名の出席で電信芯詣記念日NTT退職者祝賀会開催
平成27年10月23日

議
宅
で
「
存
在
地
は
小
心
友
余
文
化
講
満
会
」
を
聞
催

し
ま
し
た
・
参
加
し
た
余
日
が
3
0
名
▲
講
演
は
次
の

3
題
で
す
ノ
　
1
■
N
T
T
東
＝
本
〃
森
支
店
艮
小
森
使

甚
様
の
　
「
最
近
の
通
信
芋
㌫
叶
の
動
向
と
て
ィ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
概
要
」
、
り
丁
目
在
県
原
爆
彼
爆
音
の
会

会
に
川
中
正
司
様
の
　
「
被
爆
川
午
ヒ
ロ
シ
マ
を
誹

る
」
、
〔
つ
某
日
森
市
保
健
所
健
康
づ
く
り
推
進
課
保
健

帥
鈴
木
麻
乃
様
の
　
「
メ
タ
ホ
．
㌣
防
！
い
き
い
き
ス

マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」
　
で
す
　
い
ず
れ
も
旬
の
話
題
や
関

心
の
高
い
テ
1
・
て
て
会
H
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
聴
講

し
て
い
ま
し
た
・
今
回
、
N
T
T
に
〓
森
土
居
様
か
・
．
り

会
・
堅
圭
の
借
川
、
会
場
設
営
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き

た
変
助
か
り
ま
し
た

草
履
信
掲
詣
記
念
日
N
T
T
退
職
存
祝
賀
会
開
催

1
川
‖
コ
＝
十
校
、
〃
呈
膵
国
際
ホ
テ
ル
て
　
「
い
軋
信
最

前
記
念
日
N
T
T
退
職
音
祝
賀
会
」
　
か
賑
や
か
に
闇

催
さ
れ
ま
し
た
　
〓
席
片
は
1
6
∩
名
で
、
＝
里
‥
黒
柳

か
配
歳
、
柵
代
の
巨
〃
々
も
た
く
さ
ん
出
席
し
ま
し
た

・
仁
催
者
を
代
表
し
て
N
T
T
労
組
退
職
音
の
余
八
森

県
協
一
肌
会
嶋
m
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
こ
来
吊
の
N
T

T
東
日
本
弓
巨
〓
在
友
情
小
森
支
店
に
、
N
T
T
労
剥

上
目
在
分
会
既
往
分
会
長
の
こ
あ
い
さ
つ
の
後
、
祝
宜

に
入
り
ま
し
た
　
お
酒
と
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
な

が
ら
昔
話
に
大
い
に
化
が
咲
き
ま
し
た
▼
恒
例
の
お

楽
し
み
拙
選
会
も
大
い
に
盛
り
L
が
り
ま
し
た

◆
弘
前
地
区
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

6
日
1
7
日
半
前
日
時
か
ら
　
「
平
成
2
7
年
度
定
期
総

会
」
を
車
内
土
手
町
の
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
い
∵
お
い

て
間
借
し
ま
し
た

総
会
は
会
員
3
5
名
・
来
㌧
小
目
1
九
・
N
T
T
車
務
局

1
名
の
計
御
名
の
川
席
を
待
て
開
催
■
　
総
会
の
目
頭

内
山
理
車
の
パ
会
進
行
に
よ
り
、
最
初
に
昨
牛
度
」

′
1
な
ら
れ
た
7
名
の
ん
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
高
津

会
に
か
ら
間
借
に
あ
た
り
′
半
歳
の
成
し
書
目
．
一
l
一
日
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
・

引
き
続
き
、
定
立
奈
古
在
友
部
描
出
小
路
局
艮
は

じ
め
N
T
T
弘
前
会
津
支
店
長
、
N
T
T
労
組
弘
前

地
区
連
絡
会
小
山
内
会
長
、
N
T
T
労
組
退
職
音
の
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島だ会品挨拶

伽珠のスペシャリスト成田専栽氏による文化講演会模様
平成27年5月28日

」rl

会
弘
前
地
区
協
議
会
日
日
会
長
か
ら
祝
辞
を
頂
成
し

ま
し
た
・
議
に
に
前
田
亨
正
さ
ん
を
選
出
し
議
串
に
臨
み
ま

し
た読
が
は
出
席
者
の
協
力
で
円
滑
に
進
行
し
て
一
平

成
2
7
年
度
清
動
方
針
（
案
）
」
　
の
申
、
会
‥
〓
ハ
の
拡
大

に
つ
い
て
東
北
地
方
本
部
耕
規
拡
大
施
策
と
し
て
新

人
会
い
に
対
し
て
ク
オ
カ
ー
ド
2
0
0
日
r
H
の
贈
呈

と
地
区
蝕
H
の
用
介
音
に
1
0
0
0
円
相
「
商
品
券

を
柑
皇
す
る
こ
と
と
し
、
加
入
促
進
を
図
る
施
策
の

提
案
を
含
む
議
案
す
べ
て
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
そ
の
後
、
恒
例
の
余
日
交
流
懇
親
会
を
閃
催
し
ま

し
た今
理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
新
規
拡
大
施
策
新

人
余
日
と
な
ら
れ
た
杉
F
仁
会
＝
H
へ
局
津
会
長
か
ら

ク
オ
カ
ー
ド
の
贈
‖
七
校
、
紺
山
車
務
局
長
か
ら
乾
杯

の
ご
発
仁
丹
で
始
ま
り
裾
机
、
野
H
埋
草
の
進
行
で
抽

選
会
が
順
次
催
さ
れ
ま
し
た
■

＝
板
後
に
旧
〓
会
長
か
ら
締
め
の
乾
杯
を
い
た
た
い

て
来
年
度
総
会
時
の
再
会
を
誓
い
散
会
し
ま
し
た

◎
文
化
講
拭
会
の
開
催

起
上
3
年
に
渡
り
　
「
津
腔
の
丈
化
」
　
に
つ
い
て
こ

の
道
曲
止
か
な
海
老
h
翼
講
師
に
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
日
常

コ
ー
ヒ
Ⅰ
の
愛
飲
人
目
が
増
え
て
い
る
車
を
受
け

コ
ー
ヒ
ー
に
関
し
て
こ
の
人
を
於
い
て
ん
に
も
左
に

も
他
に
い
な
い
と
い
う
成
旧
市
け
蔵
さ
ん
に
講
師
を
お

願
い
し
ま
し
た
▲

5
＝
謂
〓
弘
前
市
尺
会
館
に
於
い
て
勾
名
の
余
日

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た

講
師
∴
泄
題

∴
＼
T
T
弘
前
よ
店
長
　
会
津
　
義
忠
様

「
情
損
通
信
の
現
状
」
　
に
つ
い
て

・
一
存
）
　
弘
前
コ
ー
ヒ
ー
ス
ク
ー
ル
代
夫
取
締
役

成
川
〔
　
古
里
蔵
様

「
コ
ー
ヒ
ー
の
効
目
　
二
心
と
他
律
）
　
と
美
味
し
い

入
れ
力
」
　
い
い
つ
い
て

成
川
南
け
茂
桂
の
7
ロ
ブ
∴
1
－
ル

あ
お
も
り
コ
ー
ヒ
ー
ラ
ィ
セ
ン
ろ
妾
〓
会
委
H
に

弘
前
は
コ
ー
ヒ
ー
の
街
て
す
姜
＝
〓
会
委
日
長
、
・
」
り
7

岬
・
津
蝉
藩
兵
詰
汀
の
記
念
碑
を
守
る
会
長
、
弘
‥
削

医
療
福
祉
人
草
毎
期
大
学
部
食
肯
福
祉
非
常
勤
講
師

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
弘
前
・
に
〓
森
教
室
講
師
、
日

本
コ
ー
ヒ
ー
文
化
学
会
常
任
理
車
　
（
地
域
丈
化
頼

、
H
J
、
創
作
伽
緋
茶
会
捌
緋
打
厘

京
橋
に
卑
門
調
理
師
、
プ
ラ
ジ
ル
サ
ン
ト
ス
商
丁

会
議
所
ブ
ラ
ジ
ル
ワ
ン
ダ
セ
ー
ル
・
ス
ヘ
シ
ャ
ル

テ
で
ー
カ
ノ
ブ
マ
ィ
ス
タ
ー

暑
吉
に
「
伽
排
遊
学
」
一
弘
前
伽
排
研
究
会
）
、
「
コ
ー

ヒ
ー
の
串
典
」
（
日
本
コ
ー
ヒ
ー
文
化
学
会
）
、
「
は
い
、

コ
ー
ヒ
ー
で
す
よ
」
「
助
郷
と
文
化
」
　
「
コ
ー
ヒ
ー
の

あ
る
風
景
」
「
加
排
・
人
・
街
」
　
へ
い
な
ほ
貴
璧

各
講
師
の
万
々
は
熱
弁
を
振
る
わ
れ
、
参
加
首
．

同
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た



各地区電友会だより（青森）

深浦町「黄金崎不老ふ死温泉」での合同レク参加者
平成27年7月15日

47

結成6年目を迎えた
弘前地区電走去パークコルフ友の会′舌動横様

成
川
山
寸
蔵
様
の
講
演
で
は

1
　
伽
排
．
＝
止
の
輸
入
‥
一
｝
世
界
第
3
位
　
日
本

り
ん
　
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
購
入
量
日
本
一
　
上
目
在
県

3
　
飲
料
量
の
世
界
1
位
～
∴
∠
位

（
北
軟
の
塞
い
同
）
　
ス
エ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー

に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
ス
ヒ
ー
チ
、
ま
た
、
持

ち
込
み
し
て
い
た
た
い
た
手
製
の
〓
家
情
煎
し
た

コ
ー
ヒ
ー
を
美
味
し
／
、
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

／
と
し
て
、
旨
い
捌
排
が
飲
め
る
喫
茶
店
が
多
∴

弘
‥
削
巾
　
な
せ
な
の
か
・
～

そ
の
カ
キ
を
握
る
人
物
が
い
る

地
元
で
喫
茶
店
文
化
を
広
め
て
い
る
し
け
■
役
首
、
そ

の
ん
n
は
…
…
…
h
火
＝
＝
丁
目
戌

◎
人
目
同
レ
ク

弘
前
小
l
止
友
会
し
一
退
職
晋
の
会
亘
催
の
合
同
レ
ク
は

好
評
に
つ
き
、
昨
年
度
に
つ
づ
き
深
浦
町
「
黄
金
的

不
老
ふ
化
温
泉
」
　
へ
、
7
＝
1
5
日
粥
件
か
名
、
夏
作

目
名
の
3
6
名
の
参
加
で
美
施
さ
れ
ま
し
た
・

H
U
は
、
不
を
ふ
死
温
京
送
抑
六
ス
一
′
r
r
て
弘
前

肌
城
東
〓
8
時
4
5
分
光
・
N
T
T
弘
前
ヒ
ル
・
肥

金
ケ
れ
銀
杏
の
木
1
十
…
…
敷
海
岸
ト
で
レ
休
伸
二
風

合
瀬
道
の
肌
　
（
お
巨
竜
．
・
了
約
一
㌧
不
老
ふ
死
混
京
・
卜
1
1

日
帖
袖
分
の
行
程

到
前
後
、
食
車
前
の
入
浴
が
家
庭
凰
日
と
は
情
別

に
違
っ
た
味
わ
い
か
感
じ
ら
れ
ま
し
た

い
き
食
半
時
間
に
突
入
■
　
退
職
斤
の
余
日
〓
会
に

あ
い
さ
つ
、
電
友
会
鳥
津
会
長
の
乾
杯
て
始
ま
っ
て

皆
て
飲
食
　
時
問
が
捏
つ
に
つ
れ
酔
い
が
回
り
こ
、

葉
し
い
ひ
と
時
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

な
お
、
来
車
度
も
多
鎖
の
万
が
参
加
し
て
親
睦
を

詣
め
た
い
と
思
い
ま
す
ー

コ
ル
フ
場
　
（
前
浪
岡
ハ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）
　
を
ホ
ー
ム

グ
ラ
ン
ド
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

ま
た
、
毎
年
6
月
と
川
日
の
年
り
ー
回
、
宮
城
県
人

埼
市
N
T
T
古
川
O
B
ハ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
さ
ん

と
の
安
流
会
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

7
月
5
日
？
1
6
日
に
か
け
て
古
川
愛
好
会
さ
ん
に

名
と
弘
前
友
の
会
8
名
の
2
0
名
で
第
1
0
回
‖
と
な
る

交
流
会
を
岩
手
県
奥
州
車
の
水
沢
バ
ー
ク
、
コ
ル
フ
場

に
お
い
て
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
√

古
川
愛
好
会
さ
ん
に
は
棉
才
に
な
る
力
も
参
加
さ

れ
て
お
り
、
プ
レ
ー
の
格
好
や
し
く
さ
は
6
0
代
に
は

n
け
す
劣
ら
ず
の
元
景
ぎ
ー

○
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
友
の
会

弘
前
地
け
竜
互
′
、
ム
ハ
ー
ウ
コ
㍍
7
互
ハ
去
サ
ー
ク

ル
は
半
成
コ
隼
結
成
今
牛
皮
て
6
年
‖
と
な
り
ま
す

余
の
モ
．
ト
ー
て
あ
る
　
「
友
愛
」
と
　
「
親
睦
」
を

ス
［
∵
－
カ
√
／
に
掲
汁
、
胱
試
し
を
毎
週
1
二
村
〓
及
び

咋
1
回
の
コ
ン
ペ
大
会
の
黒
地
を
秋
川
小
阪
ハ
ー
ク
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胡

こ来賓のこ挨拶

こ
の
元
気
な
秘
訣
が
ハ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
よ
る
効
果

が
一
番
の
要
因
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
ー
り
ま
せ

ん「◆
八
戸
地
区
電
表
会

◎
蒐
信
掲
話
記
念
日
N
T
T
退
職
者
規
則
会
開
催

再
会
！
懐
か
し
の
面
々
！

川
＝
リ
日
、
八
一
日
ハ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
盛
た

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
万
々
、
ご
参
加
の

皆
様
合
わ
せ
て
1
2
0
名
の
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た

・
仁
催
者
の
挨
拶
、
ご
来
賓
各
位
の
ご
挨
拶
に
続
き

乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
　
「
再
会
の
杯
丁
を
吏
わ
し
、

会
場
の
各
テ
ー
フ
ル
は
想
い
出
請
や
同
好
の
自
慢
話

や
ら
で
大
い
に
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
　
お
腹
が
一

段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
と

な
り
当
選
者
に
は
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
や
掛
け
い
”

カ
カ
カ
り
、
景
H
m
を
抱
え
た
当
選
者
の
笑
顔
に
会
場

は
」
段
と
成
．
1
m
り
上
が
ま
し
た
。
若
か
り
し
頃
に
タ
イ

の
　
「
八
一
日
名
物
い
ち
ご
煮
」
を
手
に
三
々
五
々
の
解

散
と
な
り
ま
し
た
■

ム
ス
リ
ノ
フ
し
て
の
楽
し

か
∵
た
こ
と
、
苦
労
し
た

こ
と
等
々
州
心
い
日
に
詔
は

尽
き
な
い
も
の
で
し
た
が

／
の
乾
杯
の
時
刻
と
な
り

別
れ
を
情
し
み
、
次
回
の

再
会
を
約
束
し
、
お
上
庫


